
大町 駿介

一般の部　ブックジャケット・四六版部門　銀の本賞
『武士の娘』

国立公文書館に保存されている『天保国絵図』を参考に、
物語の舞台となる長岡周辺の幕末の地図を描きました。沈
んだ色合いの背景に白く浮かび上がる正方形は長岡城とそ
の城下町、ちりばめられた赤い小判型は当時の村々です。
あとは川筋と街道だけが示されています。『天保国絵図』は
手彩色の大きな地図で、藩があったころの世界観を色濃く
保存しているように思えました。これにより主人公の郷愁や
懐旧の思いを表現しようと試みました。

日本ブックデザイン賞 2016　受賞者コメント



高橋 庸平

一般の部　ブックジャケット・文庫版部門　金の本賞
『マッチ売りの少女』

アンデルセンの生きた 19 世紀初頭のデンマークは、文化
的な隆盛を極めた黄金時代と呼ばれています。その一方で、
イギリスとの戦争やナポレオン戦争の影響よる経済的な
混乱もありました。こうした不安定な時代背景を踏まえて、
この物語について想像を膨らませました。1848 年に発表
された『マッチ売りの少女』は、母親の貧しかった少女
時代をモデルにして書かれたとされています。寒空の下、
街角に残った黄燐マッチと燃えかす。少女が去った後の
情景をイメージして、アンデルセンの得意とした切り紙の
ような素朴さを意識して制作しました。

日本ブックデザイン賞 2016　受賞者コメント



日本ブックデザイン賞 2016　受賞者コメント

佐藤 厚子

一般の部　ブックデザイン・セルフパブリッシング部門
北越紀州製紙株式会社賞〈特別賞〉
『十力の金剛石』

十力の金剛石の挿絵を描きました。十力とは仏や菩薩が
持つ10の能力、金剛石はダイヤモンドです。宮沢賢治は
法華経を信仰していましたので、表紙はその宗教観を意識
した淡いひかりを表しています。宇宙のエネルギーや生物
への慈悲を表現する幻想的世界なので、内容は少し難解
です。ですが巧みな言葉遊びを子供たちにも楽しく伝える
ために、鮮やかな色やパターンを多用しています。十年後、
二十年後と時間を置いて読み返していただきたい本です。
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大西 隆介（direction Q）

一般の部　ブックデザイン・パブリッシング部門　金の本賞
『原広司：WALLPAPERS
―2500 年間の空間的思考をたどる〈写経〉―』

本書は、原広司さんによる空間概念の探求を結実させた
《WALLPAPERS》展での写経作品と、写経で取り上げた
テキストについての論文、および代表的な建築やプロジェ
クトを纏めたものです。書籍カバーは、写経に選ばれている
アリストテレスや宮沢賢治など 39 のテキストを、氏が着目
する「うつろい」の概念に基づいて浮遊させており、本文
には、実際に作品で使われたトレーシングペーパーを袋
綴じ製本しました。本自体もひとつの小さな展覧会である
ことを意識しています。
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加藤 勝也

一般の部　ブックデザイン・パブリッシング部門　銀の本賞
『東京ストライプ』

この書籍はドルーク発行の横川辰之写真集です。「ノラネコ・
ヒヨケ・マネキネコ」 という一見脈絡のない 3 種のテーマ
をひとつの写真集と編んだもので、この 3 種の連なりは
著者が生来追い続けている「ノラネコ」、このノラネコが
まどろんでいた「ヒヨケ」、ヒヨケを備え付けたお店に飾ら
れた「マネキネコ」と著者の一連の行動が結びついたもの
です。これらの連続性と複合性が織りなす奇妙な感覚を
造本に結びつける形で全頁片観音という仕様とし設計しま
した。



山内 和音（名古屋市立大学）

学生の部　ブックジャケット・文庫版部門　銅の本賞
『マッチ売りの少女』

マッチを見ている時の少女の気持ちに寄り添いたい。まず
そう思いました。
死にゆく少女はきっと目が閉じるに連れてたくさんのおばあ
さんとの思い出を見たことだろう。死にゆくに連れてきっと
幸せだったのではないだろうか。
そこで、彼女が「目にしていた世界」を描こうと「目」をモチー
フにしたグラフィックにしました。マッチの火が消えるに連
れて瞳が閉じゆく様子を写真を重ねることでアニメーション
のように表現しました。 
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山川 鎌（多摩美術大学）

学生の部　ブックデザイン・セルフパブリッシング部門　金の本賞
『タヌキは僕ら人間の、先輩かもしれない。』

いつからかタヌキに興味を持ち色々と調べていく内に、
人間の文化や行動、仕草の中にはタヌキから影響を受けて
いるものがあるのでは？と妄想に耽っていった。タヌキは
僕ら人間の、先輩かもしれない。そんな妄想から生まれた
この本を評価していただき、大変光栄に思います。ありが
とうございました。
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向後 佳苗（東京工科大学）

学生の部　ブックデザイン・セルフパブリッシング部門　銀の本賞
『長さの単位のおはなし』

「長さの単位」の歴史や成り立ちを紹介する本を制作しま
した。
「単位」には、人々の生活や文化、時代や地域が密接に関わっ
ており、特に「長さ」は、古代から身体の一部や生活用品
などを使って表現されてきました。
さまざまな単位が存在する現代、その歴史を知らずとも
単位を使うことはできます。
しかし、時代や文化の垣根を超えて単位を楽しんでもらい
たいと願い、私たちの生活に身近なものを用いて単位を
紹介しています。
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橋村 実里（多摩美術大学）

学生の部　ブックデザイン・セルフパブリッシング部門　APM賞〈特別賞〉
『Misato Hashimura Illusion Illustraton Posters 
Cecile et Anne』

図と地の関係性を利用した錯視イラストレーションポスター
集を制作しました。
「図」とは形として認識される部分、「地」とはその時背景
となる部分を指し、私たちは平面上において図と地は交互に
見ることはできても、同時にその形を認識することはできな
い。その関係性を、フランソワーズ・サガン作「悲しみよ 
こんにちは」の作中に登場する対照的な二人の女性、セシ
ルとアンヌに例え、揺れ動く彼女たちの心理や情景をテーマ
に表現を試みました。
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